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新型コロナウィルス感染症予防対策のお願い

新春の候保護者のみなさまにおかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
３月より、県内でも新型コロナウィルス感染症患者が発生・増加し、感染の拡大が心配されて
います。学校は５月６日まで臨時休業となりましたが、学校が再開されるときには、以下のよ
うにご協力をお願いします。

１ 毎朝、健康観察および検温をお願いします。
毎朝、健康観察および検温をして、健康観察カードをれんらく帳の表紙の裏にはり、記入

してください。37℃以上の熱や風邪様症状がある場合は、登校を控え家庭で様子を見て
ください。医療機関を受診された場合は、結果を学校までお知らせください。

２ マスクを着用して登校させてください。
マスクを購入できない場合は、裏面の「簡単手作りマスクの作り方」を参考にするなど、

手作りマスクを作成していただきますようお願いします。

どうしても用意できない場合は、連絡帳でお知らせください。

３ ハンカチを持たせてください。
手洗いのときないと困ります。ハンカチの貸し借りはしないよう指導しています。

４ お茶を持たせてください。（飲用およびうがい用）

学校では、机の感覚をできるだけ広く取り、休み時間ごとの教室の換気、お茶でのうがいやこまめ

な石けんでの手洗い指導、校内の消毒等により、感染予防対策を行っていきます。

もし登校後に発熱や風邪様症状が出てきた場合には、保護者の方のお迎えをお願いすることになり

ますので、自宅で休養させ様子を見てください。

ご家庭においては、感染拡大の危険があるこの時期は、人混みへの外出を避け、やむをえず外出す

る場合にはマスクを着用し、帰宅後には手あらい・うがいをするなど、感染予防に努めていただくよ

うお願いいたします。

★ 新型コロナウイルス感染症に感染した場合は、治癒するまで出席停止となります。
★ 児童が感染者の濃厚接触者と特定された場合は、感染者と最後に濃厚接触をした日から起

算し、２週間の出席停止となります。
★ 発熱等のかぜの症状がみられる場合は自宅で休養してください。（出席停止と同じ扱いに

なります。）
★ 基礎疾患があり重症化のリスクが高い児童生徒については、主治医に相談のうえ、登校の
判断をしてください。登校すべきでないと判断された場合は出席停止となります。

～ 文部科学省 学校再開における対応（3月26日時点）より ～

◆ 風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続いている場合、強いだるさ（倦怠感）や息苦
しさ（呼吸困難）がある場合（基礎疾患がある児童生徒は２日程度続く場合）は、直接
医療機関を受診せず、まず保健所にご相談ください。

坂井保健所 ☎0776-73-0600 → 紹介された医療機関を受診
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☆いじめなどがあったときに相談するところ 

24 時間電話相談 0776-51-0511 または 0120-0-78310（全国共通） 
県総合教育研究所 教育相談センター 0776-58-2180 平日 8:30～17:15 
県嶺南教育事務所 教育相談室    0770-56-1310 平日 8:30～17:15  

 

小学生用 


